
 

  

■ はじめに 
既設ダムにおいて，豪雨後貯水池全体が懸濁化し濁水

を長期間放流することによって下流河川の環境が悪化す
ることが問題となっており，新たな濁水処理技術の開発が
求められている．その1つとして，凝集剤を用いた土粒子
の強制沈降が注目されている．特に，凝集剤の一種であ
るアロフェンは,天然由来の土コロイドであるため凝集剤と
して貯水池に投入しても環境に及ぼす影響はほとんどな
いと考えられること，日本に広く分布しているため入手が
容易であることなどの利点を持ち，実用化に向けて研究が
進められている．既存研究として，アロフェンを超音波攪
拌し微粒化した後に濁水に投入することで，時間経過とと
もに土粒子の沈殿が促進され濁りが改善されることが報告
されている(1)が，実用化のためには，凝集剤の高効率な
微粒子化および広範囲への拡散技術の確立が喫緊の課
題となっている． 

そこで本研究ではベンチュリ管に注目した．ベンチュリ
管に水と空気を流すことで，ベンチュリ管内の圧力変動に
よって直径1mm以下のマイクロバブルが発生することが知
られており，アロフェンも微粒化されることが期待される． 

本報告では，アロフェンの含水率の測定結果と，ベンチ
ュリ管に水，空気およびアロフェンを流入させた際の気泡
とアロフェンの径分布を計測した結果について述べる． 

 
■ 活動内容 
１．気泡径分布の算出 

実験装置の概略図を図１に示す．ベンチュリ管に気相
体積流量比が0.05となるように水と空気を流し，ベンチュ
リ管で微細気泡が発生する様子をハイスピードカメラで
撮影した．液相流量15L/minにおける可視化結果を図２
に示す．さらに，画像処理により気泡径を算出することで，
ベンチュリ管を通過することで微細気泡の割合が増加し
ていること，流量が大きいとより多くの微細気泡が発生し
ていることが確認できた． 

 
２．アロフェンの含水率の計測 

天然由来の土コロイドであるアロフェンは水分を含んで
いるため，そのままでは水に溶かす際に正確な濃度を計
算することができない．そこで，複数のビーカーにアロフェ
ンを入れて加熱し，加熱前後の重量からアロフェンの重量
基準含水率を計算した．その結果，アロフェンの平均含水
率は62.3%で，標準偏差は0.81%であった. 

３．アロフェン径の計測 
 実験装置にアロフェン2gと，気相体積流量比が0.05とな
るように水，空気を流し，ベンチュリ管がない場合とある場
合で同じ位置においてアロフェン径分布を計測した結果
を図3に示す．なお，計測には島津製作所製のレーザ回
折式微粒子分布測定装置SALD-2300を用いた．計測は，
気泡径が結果に入ることを防ぐため，ポンプを止めた5分
後に行った．その結果，ベンチュリ管がない場合はアロフ
ェン径のピークが293.6μmであるのに対し，ベンチュリ管
がある場合はピークが6.5μmとなっており，ベンチュリ管を
通過させることによってアロフェンの微粒子化に成功した．
また，液相流量の違いによるアロフェン径分布の有意差は
見られなかった． 

     
図１．実験装置概略図      図２．可視化結果 

0.25

0.20

0.15

0.10

0.05

0.00

PD
F 

[-
]

0.001 0.01 0.1 1
Diameter D [mm]

 QL=15 L/min
 QL=10 L/min
 QL=15 L/min(ベンチュリなし)

 
図３．アロフェン径分布 
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